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１．海外のFinTechサービスとは

　そもそもFinTechは、FinanceとTechnologyを

合成した造語であり、決して新しい言葉ではなく、

古くから存在する言葉である。

　従来から、金融とITとは切っても切れない関係

にある。金融機関の業務がシステム化され、また

ATMの登場により顧客が自ら現金を出し入れす

ることが可能となった。インターネットの普及に

伴い、インターネットを介したインターネットバ

ンキングなどのサービスが登場し、銀行に行かな

くとも残高を照会することができ、振込みもでき

るようになった。更に、携帯電話を使い電子マネ

ーで決済できるようなサービスも登場した。わが

国の金融機関間の決済においても、日銀システム

や全銀システムなどITはなくてはならないもの

である。FinTechという言葉は、サービスを指す

ことも、サービスを開発提供する企業を指すこと

　日本国内では、FinTechの話題を聞かない日はないくらいのブームであり、様々な動きが出てきている。では、
海外で注目されるFinTechはどういうもので、金融機関はそれをどう捉え、どのように対応しようとしているの
だろうか？
　今回は、筆者が数回にわたり欧州で行った金融機関へのインタビュー結果などを交え、彼らがどのような対応
を行い、今後どうしようとしているのか、また、その中から、日本の金融機関が今考えなければならないことを
示唆として紹介する。
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